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～みんなで支え合いプロジェクト～
・寄附金、寄附物品、ミニバザー
・福祉祭参加団体のＰＲ

～みんなで支え合いプロジェクト～
やさしさは  めぐりめぐって  ひろがるよ

詳細や参加団体については
特設サイトをご覧ください。
（随時更新）

寄附金・寄附物品を募集します！寄附金・寄附物品を募集します！
生活にお困りの方やコロナ禍により

影響を受けている市内の
福祉団体を応援します

物品寄附の詳細についてはWebをご覧ください。物品寄附の詳細についてはWebをご覧ください。

WEB型参加団体紹介・
市内グループ活動発表！
WEB型参加団体紹介・
市内グループ活動発表！

特設ページ上の団体紹介の中に
「右手を上げているたまちゃん」が
5か所の団体のどこかにかくれています。
どこにかくれているかみつけて応募しよう！
　特設ページ内の応募フォームから受付ます。
正解者の中から抽選で５０名の方に
景品を差し上げます。

特設ページ上の団体紹介の中に
「右手を上げているたまちゃん」が
5か所の団体のどこかにかくれています。
どこにかくれているかみつけて応募しよう！
　特設ページ内の応募フォームから受付ます。
正解者の中から抽選で５０名の方に
景品を差し上げます。

民生委員・児童委員協議会による
ミニバザー

民生委員・児童委員協議会による
ミニバザー

令和3年11月8日（月）～13日（土）
　　　　　午前9時～午後4時
会場：社会福祉協議会会議室

日　時：令和 3年 11月 1日（月）～ 11月 30日（火）

会　場：オンライン（ミニバザーは社会福祉協議会会議室）

主　催：東大和市社会福祉協議会
後　援：東大和市

（社協ホームページ上の特設サイト設置期間）

寄附金：令和 3年 10月 1日（金）～ 11月 15日（月）（物品等受付）

第44回第44回
 東大和市 東大和市 福祉祭　福祉祭　(オンライン開催)(オンライン開催)

クイズ「たまちゃんを探せ！」クイズ「たまちゃんを探せ！」



令和３年度　第４４回　東大和市福祉祭　関連事業令和３年度　第４４回　東大和市福祉祭　関連事業

令和３年度の福祉祭は、コロナ禍のため社会福祉協議会のホームページ上の特設サイト内を主として実施します。
市民の皆様からお寄せいただきました寄附金は、市内の福祉団体の活動支援に充てさせていただきます。

　また、食料品や日用品（生理用品含む。）等の生活必需物資は、生活にお困りの方への支援に活用させていただきます。
　なお、寄附金をいただきました個人や団体の皆様へは、金額に応じまして市内の福祉作業所の手作りのお菓子等を返礼品として送らせていただきます。

　是非とも皆様の温かいご協力をお願い申し上げます。
※寄附金は、返礼品の関係上1,000円から申し受けさせていただきます。

新型コロナウイルス感染症拡大により、
影響を受けている市民や市内の福祉団体を応援します！

物品の寄附はのぼり旗が立っている協力事業所へお届けください。
寄附金については、社会福祉協議会の窓口までお越しください。

第４４回東大和市福祉祭参加団体第４４回東大和市福祉祭参加団体

ー 社会福祉協議会は、住民の方々が中心となって行う地域福祉活動を支え、誰もが安心して暮らせるまちづくりを進める機関です。 ー

受付期間：１０月１日（金）～１１月１５日（月）／配布予定：12月1日（水）～12月28日（火）

お問合せ：東大和市中央3－912－3　福祉祭実行委員会事務局　TE L : 042－564－0012
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明るい社会づくりの会

地域生活支援センター ウエルカム

介護者のつどい東大和

かたつむりの会作業所

(株)タカキ

喜良

この指とまれ

グループホーム なんがい

団体名 団体名 団体名

9

10

11

12

13

14

15

16

グループホーム 風の樹

東大和市高齢者見守りぼっくす

さつき会

手話サークルピーナッツ

食工房ぱる

自立生活センター東大和

総合福祉センター は～とふる

第一みんなの家

17

18
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20

21
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23

24

第二みんなの家

第三みんなの家

あとりえトントン

第２あとりえトントン

聴覚障害者協会

デイサービスえんどうまめ

花みずき

ボーイスカウト東大和第1団・第2団

25

26

27

28

29

30

31

32

東大和市 民生委員・児童委員協議会

社会福祉法人　向会

ライオンズクラブ

ライブリィ工房

東京東大和ロータリークラブ

東大和武蔵村山社会福祉士会

ゆいま～るエイサー

東大和元気ゆうゆう体操

寄附金・食料品・生活用品を募集しています寄附金・食料品・生活用品を募集しています

②

多摩モノレール多摩モノレール

多摩湖多摩湖 東大和市立郷土博物館
プラネタリウム
東大和市立郷土博物館
プラネタリウム

集荷協力場所
団体名

① 東大和市社会福祉協議会 042-564-0012

042-567-1028

042-562-6787

042-564-1900

042-567-0267

042-562-8776

042-566-3920

042-566-4001

042-567-2513

042-567-1441

042-516-3981

042-561-5011

042-843-6581

かたつむりの会作業所

社会福祉法人向会

第一みんなの家

第二みんなの家

第三みんなの家

あとりえトントン

第2あとりえトントン

ライブリィ工房

食工房ぱる

総合福祉センターは～とふる

グループホーム風の樹

喜良
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⑦

⑧

⑨
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ボランティア・市民活動センターから
令和4年１月２２日（土）に災害ボランティアセンター設置・運営訓練を実施します

③

福
祉
標
語

最
優
秀
・
優
秀
作
品 

報
告

※
本
年
度
は
福
祉
祭
で
の
表
彰
は
行
い
ま
せ
ん
。努
力
賞
以
上
の
方
に
は
、

各
学
校
を
通
じ
表
彰
状
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
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祉
標
語
優
秀
作
品（
９
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わ
れ
る

あ
い
さ
つ
は

　

心
を
つ
な
ぐ　

あ
い
こ
と
ば

知
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て
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み
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お
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晴
れ
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助
け
合
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第
一
走
者　

わ
た
し
た
ち

福
祉
標
語
の
選
考
を
終
え
て

災害ボランティアセンターとは？

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、國
𠮷 

陽
南
子
さ
ん
に

お
電
話
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
♪

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
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山
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一
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二
小
二
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三
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二
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八
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四
年
）

く
に
よ
し
　
　

ひ

な

こ

石
黒　

柚
乃　
（
四
小
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五
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三
年
）

な
か
や　
　

か
え
で

谷
ヶ
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未
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（
六
小
五
年
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や
が
し
ろ
　
　

み
あ

𠮷
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司　
　
（
九
小
五
年
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よ
し
だ
　

つ
か
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横
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彩
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（
十
小
六
年
）

よ
こ
く
ら　

い
ろ
は

田
中　

琴
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（
七
小
五
年
）

た
な
か
　

こ
と
の

　
今
回
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、読
め
ば
読
む
ほ
ど
心

が
温
か
い
気
持
ち
に
な
る
作
品
だ
と
思
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、誰
も
が
や
さ
し
い
心
を
持
つ
こ
と

で
、や
さ
し
さ
は
人
か
ら
人
へ
広
が
っ
て
い
く
と
思

い
ま
し
た
。電
話
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
し

た
が
、し
っ
か
り
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
福
祉
標
語
を
、東
大
和
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
に
て
、最
終
選
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

本
年
度
の
選
出
方
法
は
、次
の
通
り
で
す
。ま
ず
各
小
学
校

　

校
で
の
予
備
審
査
に
て
努
力
賞
数
点
と
優
秀
作
品
１
点
を

選
出
、そ
の
優
秀
作
品　

点
に
対
す
る
市
民
投
票
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、委
員
会
に
て
最
優
秀
作
品
を
選
出
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

  　

作
品
は
い
ず
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
く
、選
出
は
難
航
し
ま
し
た
。

「
助
け
の
手
」「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
の
言
葉
」「
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
」

な
ど
を
つ
づ
っ
た
思
い
や
り
の
あ
る
作
品
な
ど
と
の
感
想
が

運
営
委
員
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
が
、過
去　

年
間
の
最
優
秀

作
品
も
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、「
誰
に
も
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」の
観
点
か
ら
、八
小
四
年
生
の
作
品
を
、最
優
秀

作
品
と
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
委
員
会　

委
員
長　

高
田　

宗
臣
）
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　本年度も、災害ボランティアセンターの訓練を開催いたします。
　例年は市民の皆様にボランティア役としてご参加いただいておりましたが、今年
度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、スタッフのみで訓練を実施
することになりました。
　これまでは主に地震を想定した訓練を行ってきましたが、本年度は水害を想定し
た訓練を行う予定です。また、コロナ禍で災害ボランティアセンターを設置すること
も考えられるため、東大和市災害ボランティアセンター協議会において新型コロナ
ウイルス感染症への対策のガイドライン作成を進めてきました。
　今回はそのガイドラインに沿って訓練を実施し、より実効性のあるものに改良し
ていくことも目標の一つとなっています。
　本年度の訓練では、一般の参加者募集は行いませんが、令和4年６月１１日（土）
実施予定の来年度の訓練では、市民の皆様にもご参加いただきたいと考えています。
　近くなりましたら社協だより等でお知らせいたしますので、ぜひご応募ください。
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、中止となる場合もありますので、予めご了承ください。

　地震や水害などで被災し、手助けを必要とする人と、ボランティア
として被災地の支援をしたい人をつなぐ拠点のことです。
　災害時に設置される場合が多いですが、常設しているところもありま
す。東大和市では常設はしておらず、災害時ハミングホールに設置され
る予定です。

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
と
聞
い
た
時
は
、ど
う
で
し

た
か
？

す
ご
く
単
純
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。去
年
の
作
品
を

見
る
と
コ
ロ
ナ
の
こ
と
と
か
考
え
ら
れ
て
い
て「
す
ご

い
な
」と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
標
語
に
は
ど
ん
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
？

「
人
に
や
さ
し
く
す
る
と
、自
分
も
や
さ
し
く
し
て
も
ら

え
る
」と
い
う
言
葉
を
も
と
に
、今
回
の
標
語
を
作
成
し

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
な
の
で
、一
人
ひ
と
り
が
感
染
対
策
・

予
防
等
を
し
な
が
ら
、み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す

『
や
さ
し
さ
は

　
　
　
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て 

ひ
ろ
が
る
よ
』

◎
令
和
３
年
度
福
祉
標
語
最
優
秀
作
品

善 意 の ご 寄 附

本会の理事のご紹介
(任期 令和３年６月１６日～令和５年度定時評議員会）

野中　明人（副会長）

千坂　真樹

鈴木　セツ子（副会長）

神原　久

杉本　実

塘　弥寿子

中澤　正至（会長）

田村　隆

吉沢　寿子

安部　琢正

中﨑　政明
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2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

次の方々から善意のご寄附がありました。
厚くお礼申し上げます。

（敬称略・順不同・単位：円）
（令和3年9月1日～令和3年9月30日受領分）

（選出区分順）

No. 氏　　名 No. 氏　　名

お　名　前 金　額

合　計

髙橋　宏之
藤本　組子
柚木　行夫
津郷　忠直
東大和市手をつなぐ親の会
その他匿名 1件
東大和社協役職員有志

10,000
30,000
30,000
100,000
10,000
1,000
1,000

182,000



（
同
時
開
催：司
法
書
士
に
よ
る

『
高
齢
者・障
害
者
の
た
め
の
成
年
後
見
相

談
会
』）

　
「
あ
ん
し
ん
東
大
和
」で
は
権
利
擁
護
の

視
点
の
も
と
、「
成
年
後
見
制
度
の
相
談・

支
援
」、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助（
地
域

福
祉
権
利
擁
護
事
業
）」、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
苦
情
対
応・相
談
」、「
専
門
職
に

よ
る
成
年
後
見・ふ
く
し
法
律
相
談
」な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、あ

ん
し
ん
東
大
和
職
員
が
地
域
に
出
向
き
ま

す
。当
日
は
司
法
書
士
に
よ
る
相
談
会
も

実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
、お
話
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

《
相
談
の
例
》

○
認
知
症
や
障
害
等
に
よ
り
判
断
能
力
が

低
下
し
、預
金
の
引
き
出
し
や
日
常
的
な

金
銭
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

○
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
け
れ
ど

将
来
の
こ
と
が
心
配
。

日　
時

　
11
月
30
日（
火
）午
後
１
時
〜
４
時

場　
所

　
上
北
台
市
民
セ
ン
タ
ー
教
養
娯
楽
室

※

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た
め
、車
で

の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
あ
ん
し
ん
東
大
和（
社
協
内
）

電　
話　
０
４
２-

５
９
０-

０
０
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
４
２-

５
６
４-

３
６
８
０

　
将
来
に
つ
い
て
考
え
た
い
方
、講
座
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時・内
容・講
師

　
第
１
回：12
月
８
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
「
後
見
等
申
立
て
書
類
の
書
き
方
」

　
　
　
「
後
見
人
等
の
具
体
的
な
業
務
と

　
　
　
注
意
事
項
」

　
第
２
回：12
月
15
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
「
新
し
い
相
続
法
と
遺
言
に
つ
い

　
　
　
て
」

※

第
１・２
回
の
講
師

　
　
　
司
法
書
士　
鈴
木 

加
津
志
氏

　
　
　
（
鈴
木
加
津
志
司
法
書
士
事
務
所
）

※

い
ず
れ
か
１
回
の
み
の
参
加
も
可
。

対　
象   

市
内
在
住
・
在
勤
又
は
市
内
で

            

親
族
後
見
人
等
と
し
て
活
動
し 

　
　
　
　
て
い
る
方

場　
所   

社
会
福
祉
協
議
会

参
加
費   

無
料

定　
員   

第
１
・
２
回
：
各
回
15
名

申
込
み   
そ
れ
ぞ
れ
の
回
ご
と
の
申
込
み                        

            
と
な
り
ま
す
。第
１・
２
回
と
も

           

に
11
月
30
日（
火
）ま
で
に
電
話

            

又
は
フ
ァ
ク
ス
で
受
付（
申
込

            

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
　
　
　
あ
ん
し
ん
東
大
和（
社
協
内
）

電　
話　
０
４
２-

５
９
０-
０
０
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
４
２-

５
６
４-

３
６
８
０

※

手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
、申
込
時
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◎
成
年
後
見
専
門
相
談

　
成
年
後
見
制
度
や
遺
言・相
続
の
手
続

き
な
ど
の
疑
問
に
つ
い
て
、司
法
書
士
が

無
料
で
お
答
え
し
ま
す
。

日　
時　
12
月
23
日（
木
）

　
　
　
　
2
月
24
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
15
分

　
　
　
　
（
1
件
45
分
）

◎
ふ
く
し
法
律
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
や
法
律

的
な
解
決
が
必
要
な
こ
と
な
ど
、弁
護
士

が
無
料
で
お
答
え
し
ま
す
。               

日　
時　
11
月
25
日（
木
）

　
　
　
　
1
月
27
日（
木
）

　
　
　
　
3
月
24
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
15
分

　
　
　
　
（
1
件
45
分
）

※

両
相
談
共
通　
相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

事
前
に
相
談
の
概
要
を
伺
い
ま
す
。

場　
所 　
社
会
福
祉
協
議
会

申
込
み　
あ
ん
し
ん
東
大
和（
社
協
内
）

電　
話　
０
４
２-

５
９
０-

０
０
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
４
２-

５
６
４-

３
６
８
０

　　

東
大
和
市
に
ひ
き
こ
も
り
家
族
会
が
発

足
し
ま
し
た
。同
じ
悩
み
を
持
つ
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。次
回
の
開

催
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。集
ま
っ
て

お
話
を
し
た
り
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
き

お
話
を
伺
う
予
定
で
す
。参
加
を
ご
希
望

の
方
、家
族
会
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
い

方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
次
回
予
定
】

日　
時　
11
月
29
日（
月
）午
後
2
時
か　

場　
所　
社
会
福
祉
協
議
会
会
議
室

問
合
せ　
地
域
福
祉
係

電　
話　
０
４
２-

５
６
４-

０
０
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
４
２-

５
６
４-

３
６
８
０

日　
時　
①
令
和
３
年
11
月
16
日（
火
）

　
　
　
　

 
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
　
　
　
②
令
和
３
年
11
月
17
日（
水
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

※

２
日
間
の
受
講
が
望
ま
し
い
。

場　
所　
社
会
福
祉
協
議
会

内　
容　
①
高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て

②
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、な
ど
。

申
込
み　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン

タ
ー（
社
協
内
）へ
電
話
又
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

電　
話　
０
４
２-

５
６
７-

０
０
１
３

※

協
力
会
員
と
し
て
登
録
す
る
た
め
に

は
、本
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。協
力
会

員
に
な
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
、さ
わ

や
か
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
方
、ご
自

身
の
た
め
に
勉
強
し
た
い
方
な
ど
、ぜ
ひ
、

さ
わ
や
か
講
座
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
ヘ
ル
パ
ー・看
護
師・保
育
士
な
ど
の
有

資
格
者
大
歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
ご
自
身
の
知

識
や
経
験
を
活
か
し
ま
せ
ん
か
！
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、今
年
も「
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
」を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
行
う
も
の
で
す
。

　
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
募

金
は
、サ
ロ
ン
活
動
や
こ
ど
も
食
堂
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支
援
な
ど
、幅
広
く
市

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
自
治
会・管
理
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
、事
業
所・団
体
、個
人
の
方
な
ど
、多

く
の
皆
様
か
ら
の
募
金
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
歳
末
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、12
月
15
日（
水
）ま
で
に
社
協
窓
口
に

直
接
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、自
治
会
等
を

通
じ
て
募
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

郵
便
振
替
を
ご
希
望
の
方
へ
は
振
替
用

紙（
振
込
手
数
料
は
社
協
負
担
）を
お
送
り

い
た
し
ま
す
の
で
、お
手
数
で
す
が
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
係

電　
話　
０
４
２-

５
６
４-

０
０
１
２

　
あ
な
た
の
資
格
や
知
識
を
地
域
福
祉
の

た
め
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

採
用
予
定
日　
令
和
４
年
４
月
１
日

　

※

４
月
以
前
に
採
用
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

受
験
資
格　
社
会
福
祉
士
、精
神
保
健
福

祉
士
、看
護
師
、保
健
師
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
す
る
方（
い
ず
れ
も
令
和
４
年
３

月
末
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
国
家
試
験
に
よ

り
当
該
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方
を

含
む
。経
験
不
問
）

年
齢
要
件　
35
歳
以
下（
例
外
事
由
３
号

の
イ
）

応
募
方
法　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
令
和
２
年
度
決
算

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
あ

り
ま
し
た
が
、優
先
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
的
に
提
供
し
な
が
ら
、経
営
改
善

に
努
め
、財
政
の
安
定
化
を
図
り
ま
し
た
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※下記のイベントや講習等は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、中止や変更となる場合があります。

④

※
全
て
マ
ス
ク
着
用
必
須
。入
室
時
に
検

温
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
実
施
い
た
し

ま
す
。ま
た
、発
熱
、風
邪
症
状
の
あ
る

方
は
参
加
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
。

④ー 次回の社協だよりは、1月15日発行予定です。 ー　 ※広告に関する問合せは、フレックス㈱ ☎042-528-3722へ

「
東
大
和
市
ひ
き
こ
も
り
家
族
会　

つ
な
が
り
」発
足

令
和
２
年
度
決
算
報
告

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
協
力
会
員
養
成
講
座

（
さ
わ
や
か
講
座
）

令
和
４
年
度
新
規
正
職
員
募
集

イ
ベ
ン
ト・講
習
等
の
ご
案
内

社
協
事
業
の
ご
案
内
な
ど

あ
ん
し
ん
東
大
和
職
員
に
よ
る

『
出
張
相
談
』

『
あ
ん
し
ん
講
座(

実
践
編)

』

専
門
相
談
の
ご
案
内

広 告

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

事業活動による支出
218,133,791円

その他1％

人件費84％

事務費8％

事業費7％

事業活動による収入
237,316,965円

寄附1％会費1％
補助金30％

受託金41％

事業収入3％

介護保険17％

障害サービス7％

この誌面にも溢れている「助合い」「支え合い」を意味する言葉の数々。
でも宝の言葉も繰り返されると新鮮味を失う。そこで自分にもありそうなことを考えてみる。
老い・病気・孤独・貧困。誰しも遠い先祖から繋がってきた命の鎖の途中に今の自分がある。
いつの世にも幾多の困難はあったはず。それを乗越えて来れたのは信頼出来る人々が近くに
必ず居てくれたからに違いない。まわりに信頼を探そう。できれば周りに信頼をあげよう。

PR検討委員　朝比奈 美樹

ＰＲ検討委員会から


